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ふるさと博物館企画展

昨年、市内在住の今泉孝教氏から貝標本のコレクションが寄
贈されました。このコレクションは、陸に生息する貝の種類が

宣‘収集範囲は、北海道から沖縄・奄美地方まで広範囲に
常に価値のあるものです。企画展「貝は語る」では、こ

<四9レクションを中心に展示します。

貝
と
い
う
と
海
を
連
想
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
海
の
な
い
日
野
で
も
、

カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
や
、
タ
ニ
シ
や
カ

ワ
ニ
ナ
と
い
っ
た
貝
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
ま
た
市
内
で
は
、
貝
の
化
石
も
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
貝
は
、
日
野
の
自

然
環
境
の
今
．

昔
を
語
っ

て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
貝
は
生
活
の
様
々
な
面
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
貝
と
わ
た
し
た
ち

は
、
身
近
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

展
示
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

案内図

▲オウムガイ

（よみうりランド海水水族館提供）

【
交
通
案
内
】

◎
電
車

J
R
日
野
駅
か
ら
徒
歩
12
分

◎
バ
ス

高
幡
不
動
駅
ー
平
山
城
址
公
園
（
ふ
る

さ
と
博
物
館
前
下
車
）

高
幡
不
動
駅
ー
鹿
島
台
経
由
ー
日
野
駅

（ふ
る
さ
と
博
物
館
前
下
車
）

高
幡
不
動
駅
I

実
践
女
子
短
大
経
由
I

日
野
駅
（
実
践
女
子
短
大
前
下
車
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
市
役
所
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
展
示
の
案
内
】

▽
期
間
1
1
7
月
20
日
圏
＼
9
月
26
日
（

※
毎
週
月
曜

H
、
7
月
31
日
田
、
8
月

31
日
因
は
休
館

▽
開
館
時
間
11
午
前
9
時
＼
午
後
5
時

文
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料
11
大
人
100
円
※
期
間
中
、
市

内
の
小
・
中
・

高
生
は
無
料
で
す

◆
N
の
仲
闘

い
ろ
い
ろ
な
海
の

H

貝
の
仲
間
は
、
骨
が
な
く
て
体
が
柔

ら
か
い
の
で
、
「
軟
体
動
物
」
と
い
い

ま
す
。
サ
ザ
エ
の
よ
う
な
巻
き
貝
、
ホ

タ
テ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の

二
枚
貝
の
ほ

か
、
タ
コ
や
イ
カ
も
貝
の
仲
間
に
含
ま

れ
ま
す
。
そ
ん
な
貝
の
仲
間
に
は
ど
ん

な
種
類
が
い
る
の
か
、
海
に
生
息
す
る

貝
の
仲
間
を
紹
介
し
ま
す
。

海
で
貝
殻
を
拾
い
集
め
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
貝
殻
は
形
や
色
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
対
象

に
も
な
り
ま
す
。
色
を
塗

っ
た
よ
う
に

カ
ラ
フ
ル
な
貝
、
と
て
も
大
き
な
貝
、

貝
に
は
見
え
な
い
不
思
議
な
形
の
貝
な

ど、

貝
殻
は
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

〈

2
面
へ
つ
づ
く
〉 ーー／ 

,．J 
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▲ヒダリマキマイマイ（百草）

▲ホタテガイ化石（平山橋下）

〈

1
面
よ
り
〉

◆
ふ
る
さ
と

B
野
の

H

①
用
水
の
貝

か
つ
て
の
日
野
は
稲
作
が
盛
ん
で
、

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
水

田
や
用
水
が
身
近
な
存
在
だ
っ
た
こ
ろ

は
、
用
水
で
シ
ジ
ミ
や
タ
ニ
シ
を
と
っ

て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

水
田
は
減
少
し
、
水
の
流
れ
が
見
ら
れ

-

-
r
 

②
カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間

カ
タ
ツ
ム
リ
は
、
陸
に
生
息
す
る
貝

の
代
表
で
、
殻
を
し
ょ
っ
て
い
な
い
ナ

メ
ク
ジ
も
同
じ
仲
間
で
す
。

町
中
の
石
垣
や
植
栽
、
雑
木
林
の
落

ち
莱
の
下
、
神
社
の
よ
う
に
木
陰
の
多

い
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
カ
タ
ッ
ム
リ
は
動
き
が
遅
く
、
狭

い
範
囲
で
く
ら
し
て
い
る
の
で
、
地
方

に
よ
っ
て
種
類
が
異
な
り
ま
す
。
小
さ

な
生
き
物
カ
タ
ツ
ム
リ
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
環
境
の
変
化
で
そ
の
場
所
に
し
か

い
な
い
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
日
野
の
カ
タ
ツ
ム
リ

の
ほ
か

H
本
中
の
カ
タ
ツ
ム
リ
を
紹
介

し
ま
す
。

2
、
3
HIリ
し
か
な
い
小
さ
な

貝
も
展
示
し
ま
す
。

る
場
所
も
減
り
、
水
質
も
悪
く
な
り
、

貝
は
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で

は
シ
ジ
ミ
よ
り
大
型
の
二
枚
貝
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
他
の
地
域
に
生
息
す
る
貝

が
定
着
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

人
間
と
と
も
に
く
ら
し
て
い
た
貝
が
、

人
間
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

日
野
に
生
息
す
る
タ
ニ
シ
、
シ
ジ
ミ
の

ほ
か
、
琵
琶
湖
な
ど
の
淡
水
に
生
息
す

る
貝
も
展
示
し
ま
す
。

◆
"
野
の
貝
化
“

浅
川
に
か
か
る

平
山
橋
の
下
流

で
、
多
く
の
貝
化

石
が
み
つ
か
り
ま

し
た
。
今
か
ら
約

150
万
年
前
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
化
石

は
海
の
貝
な
の

で
、
そ
の
こ
ろ
の

日
野
は
海
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
貝
化
石
の

種
類
か
ら
、
今
よ

り
寒
か
っ
た
こ
と

も
推
測
さ
れ
ま

す
。
化
石
は
私
た

ち
に
、
は
る
か
昔

の
自
然
環
境
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

貝
の
ほ
か
、
同
時

代
に
い
た
ア
ケ
ボ

ノ
ゾ
ウ
の
化
石
を

展
示
し
ま
す
。

◆
貝
と
私
た
ち

の魚
ぽと日
りと本
まもは
すに海
゜貝に
みは囲
そ私ま
汁たれ
にぢて
しの い、
た食る ‘¥
り卓の
ヽ
へで
すと‘ ‘‘- 999999999999 へ、

▼市場の貝 ►

し
に
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
貝
殻
は
ボ
タ
ン
や
装
飾
品
な
ど
に

でた々てし中加
しのなおよのエ
よ身使守う貝さ
うのわりかかれ
゜回れに？らま
り方も貝完す
にを使に成 ゜
も紹用特品原
き介し別が材
っしまな想料
とます意像の
貝す ゜味で貝
が゜貝をきや
ああの込る加▲ポタンと原料のタカセガイ
るな様めでエ （ポタンの博物館提供）

◆
嗣
育
コ
ー
ナ
ー

日
野
市
内
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間

や
、
水
辺
の
貝
を
飼
育
し
て
展
示
し
ま

す
。
間
近
に
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
講
座
「
か
た
つ
む
り
の
不
思
議
」

▽
日
程
1
1
8
月
28
日
山

▽
講
師
11
黒
住
耐
二
氏
（
千
葉
県
立
中

央
博
物
館
研
究
員
）

②
観
察
会
「
日
野
に
は
ど
ん
な
貝
が
い

る
の
か
な
」

▽
日
程

1
1
9
月
11
日
田

▽
講
師
11
丸
山
俊
幸
氏
（
水
生
生
物
研

究
者
）い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と

博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)

へ

関
連
行
事

ふ
る
さ
と
博
物
館

6
5
8
3
.
5
1
0
0
 

▲タニシ

今
号
か
ら
、
こ
の
計
画
づ
く
り

に
つ
い
て
、
連
載
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
プ
ラ
ン
づ
く
り

が
動
き
だ
し
ま
し
た

こ
の
計
画
づ
く
り
へ
の
参
加
を

4
月
15
日
号
広
報
で
呼
び
掛
け
た

と
こ
ろ
、

10
代
か
ら
70
代
ま
で
の

幅
広
い
層
か
ら
、

156
人
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
市
職
員
、

事
務
局
を
加
え
た
約
200
人
体
制
で

す
。
こ
の
大
所
帯
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。6
つ
の
分
科
会
で

作
業
が
ス
タ
ー
ト

5
月
9
日
に
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
の
発
足
会
を
行
い
ま
し
た
。

5
月
23
日
に
は
、
こ
の
計
画
を
こ

れ
ま
で
に
な
い
、
組
織
の
横
の
つ

な
が
り
を
持
た
せ
る
た
め
、
次
の

分
科
会
に
分
け
ま
し
た
。
「
安
心
」

「
活
力
」
「
ふ
れ
あ
い
」
「
う
る
お

い
」
「
ス
リ
ム
」
「
F

（
フ
リ
ー
）
」

の
6
つ
で
す
。
月
に
2
回
の
ペ
ー

ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
が
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、
各
分
科
会
の
よ

う
す
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

11
企
画
調
整
課

多
摩
平
団
地
の
建
て
替
え

環
境
影
響
評
価
書
案
の

マ
縦
覧
と
説
明
会

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ

り、

7
月
19
日
①
に
公
示
さ
れ
る
環
境

影
響
評
価
書
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
案
の

内
容
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
意
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書
を
提
出

で
き
ま
す
。
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
に
案

の
内
容
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
よ
る
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

《
縦
覧
》

▽
日
時

1
1
7
月
19
日

Onー
8
月
1
7
8
因

午
前
9
時
30
分
ー
午
後
4
時
30
分
※
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
場
所
11
市
役
所
3
階
環
境
保
全
課
、

都
庁
第
1
本
庁
舎
環
境
影
響
評
価
審
査

室
、
東
京
都
多
摩
環
境
保
全
事
務
所
※

ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
•
青

年
会
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

《
意
見
書
の
提
出
》

▽
提
出
方
法

1
1
9
月
1
日
②
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
（
都
外
在
住

で
都
内
在
学
・
在
勤
の
方
は
そ
の
旨
）
、

対
象
事
業
の
名
称
、
意
見
を
記
入
し
、

東
京
都
環
境
保
全
局
環
境
影
響
評
価
審

査
室
(
〒

163ー

8
0
0
1
住
所
不
要

6

0
3
.
5
3
8
8
.
3
4
4
0
)

へ

《
説
明
会
》

説
明
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は
住
宅
・

都
市
整
備
公
団
東
京
支
所
特
定
開
発
課

(
6
0
3
.
5
3
2
3
.
2
6
8
9
)
へ
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
7
月
29
日
因
午
後
6

時
S
8
時
：
多
摩
平
団
地
南
集
会
所
／

30
日
②
午
後
2
時
30
分
S
4
時
30
分
…

高
倉
小
体
育
館
（
八
王
子
市
）

／
8
月

4
日
因
午
後
6
時
ー
8
時

：
生
活

・
保

健
セ
ン
タ
ー

（
環
境
保
全
課
）

■水
道
管
の
漏
水
調
査
を
実
施

立
ち
入
り
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
大
切
な
水
を
守
る
た
め
に

配
水
管
・
給
水
管
の
漏
水
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
の
た
め
、
敷
地
内
に
立
ち

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
調
査
員
は
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
、
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。

▽
期
間
1
1
7
月
中
旬
S

9
月
下
旬

▽
区
域

11
栄
町
、
新
町
、
西
平
山
、
旭

が
丘
の

一
部
、
日
野
本
町
、
神
明
の

一

部
、
大
坂
上
の

一
部、

H
野
、
川
辺
堀

之
内
、
上
田
、
宮

▽
調
査
方
法
11
漏
水
調
査
機
器

・
音
聴

棒
に
よ
る
調
査
※
道
路
の
配
水
管
は
夜

間
も
実
施

▽
問
合
せ
先
11
水
道
事
務
所

(6583.

：協

産
業
振
興
課

6
3
4
o
)
 

一
豊
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

一

事
業
計
画
を
縦
覧

（第
3
回
変
更
）

▽
日
時
1
1
7
月
26
日
①
ま
で
の
午
前
9

時
S
午
後
4
時
※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
含
む

▽
場
所
11
市
役
所
3
階
区
画
整
理
第
2

課▽
内
容

11
①
区
画
道
路
の
設
計
変
更
②

資
金
計
画
の
変
更

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
2
課

•
名
川

▽
16
日
ー
17
日
11
市
議
会
本
会
議
（

一

般
質
問
）
に
出
席
▽

18
日
11
市
議
会
本

会
議
（

一
般
質
問
、
請
願
上
程
）
に
出

席
▽

19
日
11
日
野
市
立
小
中
学
校
P
T

A
協
議
会
総
会
(
-
中
）
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽

22
日
11
宮
中
新
嘗
祭
献
穀
御
田
植
祭

（
市
内
）
に
出
席
▽

24
日
11
多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
昧
株
主
総
会
（
同
社
）
に

出
席
、
日
野
市
用
水
組
合
連
合
会
定
期

総
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

25
日
11
市
議

会
本
会
議
（
審
査
報
告
、
議
案
上
程
）

に
出
席
、
日
野
市
消
防
救
急
業
務
連
絡

協
議
会
定
期
総
会
（
立
川
市
）
に
挨
拶

▽
26
日
11
日
野
市
聴
覚
障
害
者
協
会
創

立
25
周
年
記
念
祝
賀
会
（
市
内
）
、
東

京
南
農
業
協
同
組
合
総
代
会
（
市
民
会

館
）
、
日
野
市
建
設
協
和
会
通
常
総
会

（
八
王
子
市
）
に
挨
拶
、
日
野
市
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
15
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
（
市
民
会
館
）
を
鑑
賞
▽
27
日
11
日

野
市
老
後
保
障
を
す
す
め
る
会
総
会

（
勤
労
•
青
年
会
館
）
に
挨
拶
▽2
8日

11
教
育
委
員
辞
令
交
付
▽

2
9
B
1
1
新
選

組．
In
日
野
実
行
委
員
会
（
庁
内
）
に
挨
拶

日
野
市
地
域
振
興
券
の
使
用
期
限
は

9
月
20
日
⑤
ま
で
で
す
。

忘
れ
す
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

持
ち
帰
る
車
が
招
く
通
勤
渋
滞

7
月
31
日
出
ま
で

「
会
社
の
車
で
通
勤
し
な
い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ー 譴流は一人ひとりの思いやり R
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古
木
菜
美
ち
ゃ
ん
（
ふ
る
き
・
な
み
。

平
成
10
年
7
月
1
B午
後
8
時
56
分

生
ま
れ
。
父
・
勉
さ
ん
、
母
・
由
紀

子
さ
ん
。
高
幡
在
住
。
）

笑
顔
が

0
、
夜
更
か
し
し
な
け
れ

ば
◎
。
最
近
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
体

を
動
か
し
た
り
、
怒
る
と
床
を
け
っ

竺
IIJr

◎
日
野
市

S
市
民
功
労
者

▽
表
彰
の
対
象
II
①
多
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方

②
地
域
の
生
活
安
定
・
環
境
保
全
・
教

育
振
興
・
文
化
や
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
方
③
産
業
や
科
学
の
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
④
他
の
模
範
と

な
る
善
行
の
あ
っ
た
方

▽
受
付
期
間
1
1
7
月
30
日
②
ま
で
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
場
所
11
表
彰
区
分
ご
と
に
担
当

課
が
違
う
た
め
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

を▽
提
出
書
類
11
推
薦
書
（
指
定
用
紙
が

総
務
部
庶
務
課
に
あ
り
）

．

▽
表
彰
候
補
者
の
決
定
11
推
薦
さ
れ
た

表
彰
候
補
者
を
「
日
野
市
表
彰
審
査
会
」

で
審
査
の
う
え
決
定

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課

◎
科
学
技
術
庁
ー
科
学
技
術
と
発
明
等

の
功
績
者

▽
表
彰
の
対
象
II
①
過
去

3
年
の
間

に
、
特
許
・
実
用
新
案
の
出
願
に
貢
献

し
た
方
②
産
業
・
文
化
等
の
振
興
に
貢

献
が
顕
著
な
方
③
研
究
活
動
に
従
事
し

て
い
て
、
社
会
・
経
済
に
貢
献
す
る
研

究
成
果
を
あ
げ
た
方
④
国
内
技
術
の
育

成
、
発
明
の
奨
励
等
に
業
績
を
あ
げ
た

方
⑤
科
学
技
術
振
興
を
目
的
と
す
る
団

て
訴
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
い
た
ず

ら
も
盛
ん
で
す
。
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佐
藤
晴
輝
く
ん
（
さ
と
う
・
は
る
き
。

平
成
10
年
7
月
1
日
午
後
4
時
生
ま

れ
。
父
・
孝
寿
さ
ん
、
母
・
弥
生
さ

ん
。
南
平
在
住
。）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元
気
に
保
育
園

に
通
っ
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
時
に

頭
と
腕
を
グ
ル
グ
ル
回
し
ま
す
。
ロ

ま
ね
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
は
、

4
歳
未

体
・
施
設
で
、
普
及
啓
発
に
成
果
を
あ

げ
た
方
。
ま
た
は
文
筆
、
映
像
、
講
演

等
で
知
識
の
普
及
に
貢
献
し
た
方
⑥
商

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
く
業
種
に
従
事

す
る
職
長
以
下
の
勤
労
者
の
う
ち
、
創

意
工
夫
に
よ
っ
て
、
職
域
の
技
術
改
善

・
向
上
に
貢
献
し
た
方

▽
推
薦
方
法
11
①
は
8
月
3
日
因
ま
で
、

②

S
⑤
は
8
月
13
日
面
ま
で
、
⑥
は
9

月
17
日
②
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
日
野

市
商
工
会
に
あ
り
）
を

H
野
市
商
工
会

（
多
摩
平
7
の
23
の
23)

へ
提
出
※
資

格
要
件
あ
り
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
商
工
会

(6581

.
3
6
6
6
)
／
市
産
業
振
興
課

6
月
28
日
付
で

新
教
育
委
員
が
就
任

平
成

11
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

で
、
新
教
育
委
員
に
渡
辺
博
氏
の
任
命

が
同
意
さ
れ
、
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
15
年
6
月
27
日
ま
で
で
す
。

（
教
育
委
員
会
庶
務
課
）

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
作
成
委
員
会

第
8
回
「
日
野
市
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
作
成
委
員
会
を

●所得額に加算できる額

i

の
申
請
を

4
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
対
象

●所得制限額表

374.5万円

404.5万円

535.6万円

573.2万円

434.5万円 610.8万円

464.5万円 648.0万円

※扶養親族には控除対象配偶者を含む

満

(
4
歳
に
な
っ
た
月
の
末
日
ま
で
）
の

乳
幼
児
を
対
象
と
し
、
保
険
診
療
の
自

己
負
担
分
が
無
料
に
な
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、

1
歳
＼
3
歳
児
の
養
育
者

に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
（
別
表
参

照）

°
0
歳
児
の
養
育
者
と
、
所
得
制
限

以
内
で
現
在
乳
幼
児
医
療
証
が
な
い
方

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②
お

子
さ
ん
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た
健
康
保

険
証
③
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者

は
年
金
加
入
証
明
書
（
公
務
員
を
除
く
）

④
平
成
10
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地

で
発
行
さ
れ
る
平
成
10
年
度
課
税
（
所

得
）
証
明
書
※
今
年
転
入
の
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

食
べ
物
を
買
う
と
き
か
ら
後
片
付
け

ま
で
の
注
意
点
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
全
般
的
に
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

▽
買
う
と
き
11
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も

の
を
購
入
。
消
費
期
限
は
必
ず
確
認

▽
保
存
す
る
11
①
冷
蔵
・
冷
凍
の
必
要

な
も
の
は
帰
っ
た
ら
す
ぐ
保
存
。
冷
蔵

庫
は
10
度
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス

15
度
以
下
で
②
肉
や
魚
の
汁
が
ほ
か
の

食
品
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
③
冷
蔵
庫

は
詰
め
過
ぎ
ず
、

7
割
程
度
で

▽
下
準
備
II
①
肉
や
魚
の
汁
が
ほ
か
の

食
品
や
容
器
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
②

包
T
•
ま
な
板
は
肉
や
魚
を
切
っ
た
後

に
熱
湯
消
毒
③
卵
の
割
り
置
き
は
せ
ず
、

1
回
で
使
う
量
を
調
理
直
前
に
割
る

▽
調
理
11
①
加
熱
は
十
分
に
（
食
品
の
中

心
を
75
度
1
分
間
保
つ
）
②
調
理
前
と

●
夏
は
食
中
毒
に
こ
注
意
！

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

開
催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
8
時
1
1
7
月

2
3
8②
午
後
2
時
ー
4

時▽
会
場
11
市
役
所
5
階

505
会
議
室

▽
定
員
1110
人
程
度

▽
申
込
み
先
11
介
設
保
険
課

戦
没
者
等
の

妻
と
父
屏
の
方
へ

戦
没
者
等
の
妻
へ
の
特
別
給
付
金
第

4
回
つ
号
（
額
面
60
万
円
）
、
第
10
回
を

号
（
額
面
120
万
円
）
、
第
17
回
は
号
（
額

面
180
万
円
）
と
戦
没
者
の
父
母
等
（
養

父
母
、
祖
父
母
等
を
含
む
）
へ
の
特
別

給
付
金
第
16
回
に
号
（
額
面
90
万
円
）

の
各
号
に
該
当
す
る
方
に
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
9
月
30
日

困
に
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
遺
族
等
へ
の
特
別
弔
慰
金
（
額

面
40
万
円
）
、
妻
へ
の
特
別
給
付
金

(180

ガ
円
）
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課

、
,令

^
i
i
..
 
。：
0
:
0
:
0
:
t
t

阻
健
合
ら

憂

医

療

7月後期休日診療医
診療時間： 9: 00-12: 00 

13 : 00-17 : DO 

゜
石塚医院（内・外・整科） 鈴木耳鼻咽喉科（耳科）
多摩平3-11-2ff584-4l l l 裔幡328森久保医療ピルff593-8733
^ •~ ^ 

R潤徳小

閤●
京王線至

雨
平
駅

゜
長谷クリニック（内・児・消科） 森久保整形外科（整・殖斗）
多摩平l-6-17 !!§84-6116 高幡328森久保医療ビル

!!591-2222 

［： 
,. 

旭が丘耳鼻咽喉科（耳科） ＿田中内科クリニック（内科）
旭が丘l-7-3グローリー旭が丘l階 高幡328森久保医療ピル n593-7576

―”^→鼻^^＾

●休日準夜診療所
7 月 17日（土）・ 18日（日）・ 20日（火）・ 24日（土）・25日（日） •31 日（土）

19 : 30~22 : 30 
内科・小児科

日野本町 l-7-2
生活・保健センター分室
ff584 -7661 

後
の
食
品
は
室
温
で
長
く
放
置
し
な
い

▽
食
事
11
清
潔
な
器
具
と
食
器
を
使
う

▽
残
っ
た
食
品
11
①
小
分
け
し
て
冷
蔵

庫
へ
②
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
ら
捨
て
る

③
温
め
直
す
と
き
は
十
分
加
熱（
健
康
課
）

●
離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の

食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付
け
る

た
め
の
教
室
で
す
。

▽
日
時
1
1
8
月
5
日
困
午
前
10
時
ー
11

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
お
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
平
成

11
年
3
月
1
日
S
4
月
30
日
生
ま
れ
）

と
親
▽
定
員
1125
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1

目
i-E--
＿曰曰―

-]1

脳
ド
ッ
ク

脳
出
血
、
脳
こ
う
そ
く
、
ク
モ
膜
下

出
血
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
お
す

す
め
し
ま
す
。

▽
検
査
8
1
1
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

▽
定
員
＂
各

2
人
（
予
約
制
）

▽
費
用

9
4
万
5
千
円
（
税
別
）

▽
受
付
日
時
11
毎
日
午
前
8
時
30
分
ー

年
後
4
時
、※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除

k
叉
蒻
．
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

(

6
i.
2
6
7
7
)
 

●救急病院7月後期宿日直予定表

叫外整匝
” 内． 外

科

形

外

科 科科

内

科

内

科

内

科

●休日歯科応急診療所
7月18日（日）・ 20日（火）・ 25日（日）

g : oo~ 12: oo、1s : oo~ 17 : oo 
（受け付けは午後4時まで）

高幡308-l 福祉支援センター内
（日野保健所跡） 0 回 594-2111 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
日野消防署 (ff58l-0119)へ問い合わせを。

亨眼外整昏祠‘ーノ‘-外内
科 科

形

外

科

内

科

内

科
内

科

外

内

科

）

（

夜

）

内

・

泌

尿

器

科

31
ば

（

昼

）

泌

尿

器

科

‘.l 

30
金

外

（
 
、・,.‘
29
木

整
、,̀̀‘,'‘ 
28
水

眼
（
 
‘,'・ 
27
火

整
、,``‘,'‘ 
26
月

内
（
 

科

外

科

形

外

科

内

科

科

内

科

形

外

科

内

科

科

内

科

内

科

R 健康でいきいきとしたまちに 一

, J 
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15年先には、4人に1人は高齢者という「超高齢社
会」が出現します。高齢者等の介護の問題や不安は
だれにでも起こり得る避けて通れない問題です。
介護保険制度は、こうした不安や問題を解消し、
今後急激に増加することが見込まれる介護サービ

スや介護費用を社会全体で支えていく仕組みで、
利用者や家族の希望を尊重したサービスが受けら
れるようにすることを目的としています。
そこで、今号では介護保険制度の概要をお知ら
せします。

，̀
 

ご
一
事
忍
②
40
歳

S
6
4歳
の

f

医
療
保
険
加
入
者

傘

（第
2
号
被
保
険
者
）

保険料
加入している医療保険の算定方法に
基づいて設定

が一定額（年額18万円）以上の方

＼方法lは、年金から天引き。それ以外の方は、市町村に個別に支払います。
医療保険料と一括して支払います

〇寝たきり・痴ほうなどで入浴、排せ
つ、食事などの日常生活動作に常
に介護が必要な方
〇家事や身支度などの日常生活に支
援が必要な方

妻

介

圃

者

在宅サ
~ ~ ~ 9,  

訪問介護（ホームヘルプ）
訪問入浴
訪問看護

訪問リハビリテーション
●日帰りリハピリテーション（デイケア）
●居宅療養管理指導
（医師・歯科医師による訪問診療など）
●日帰り介護（デイサービス）
と’●短期入所生活介護（ショートステイ）
●短期入所療養介護（ショートステイ）

●痴ほう対応型共同生活介護

（痴ほう性老人のグループホーム）
●有料老人ホーム等における介護
●福祉用具の貸与・購入費の支給

●住宅改修費の支給
（手すり、段差の解消など）

初老期痴ほう・脳血管障害など、老
化に伴う病気（特定疾病）によって、
介護等が必要となった方

施設サーピス

●介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

●介護老人保健施設
（老人保健施設）

●介護療養型医療施設
．療養型病床群

・老人性痴ほう疾患療養病棟
・介護力強化病院

（施行後3年間）

●要支援者は施設入所はできません

日
本
の
危
機

40
年
ほ
ど
前
に
、
あ
の
日
野
橋
の
下

で
よ
く
泳
い
で
お
り
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
日
野
市
は
ふ
る
さ
と
同
然
の
、
非

常
に
懐
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
近
く
の
相
原
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
、
八
木
重
吉
と
い
う
、
大
変
す
ば
ら

し
い
詩
人
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
八
木

重
吉
は
、
非
常
に
短
い
、
研
ぎ
澄
ま
し

た
ク
リ
ス
タ
ル
の
よ
う
な
鋭
い
感
性
の

詩
を
書
く
の
で
す
が
、
と
も
か
く
神
に

背
く
よ
う
な
生
き
方
だ
け
は
し
た
く
な

い
、
本
当
に
曲
が
っ
た
こ
と
を
ま
っ
た

く
し
な
い
人
で
あ
り
ま
し
た
。

八
木
重
吉
の
詩
に
漂
っ
て
い
る
の
は
、

あ
る
種
の
死
に
対
す
る
党
悟
と
死
生
観

で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
覚
栢
し
た
人

間
が
ど
れ
ほ
ど
純
粋
に
な
れ
る
か
と
い

ぅ

―
つ
の
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
は
時
々
、
こ
の
八
木
重

吉
の
詩
を
雑
誌
な
ど
に
紹
介
し
て
書
い

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
今
の
子
ど
も
た

ち
に
こ
の
詩
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
感

性
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
を
大
変
不
安
に
思
う
か
ら
で
す
。

豊
か
さ
を
追
求
し
て

50
数
年
、
戦
後
、
日

本
人
は
一
生
懸
命
働
い
て
き
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
ど
う
や
ら
本
当
に
大
事
な
も

の
を
見
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
危
機
感
か
ら
、
あ
え
て
こ
の

詩
の
お
話
を
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
今
、
日
本
は
危
機
で
あ
る

と
。
本
日
の
私
の
講
演
の
題
も
「
誰
が

日
本
を
救
う
の
か
」。

と
も
か
く
だ
れ

か
が
出
て
き
て
救
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ

う
な
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
、
私
は

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
こ
の
経
済
の
危
機

に
直
面
し
て
み
て
初
め
て
わ
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
。
そ
の
教
訓
を
も
と
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
先
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
生

き
て
い
く
の
か
。
こ
の
社
会
を
ど
の
よ

う
に
し
て
変
え
て
い
く
の
か
。
次
の
世

代
の
若
い
人
た
ち
に
ど
う
い
う
国
家
、

ど
う
い
う
社
会
を
引
き
継
い
で
い
く
の

か
。
今
の
ま
ま
で
は
余
り
に
も
情
け
な

く
て
、
次
の
世
代
に
、
お
い
、
こ
れ
が

我
々
の
国
だ
よ
、
我
々
の
社
会
だ
よ
と

介
護
保
険
制
度
の
運
営
ヽ
モ
体
（
保
険

者
）
は
市
町
村
で
、
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
は
、
①
65
歳
以
上
の
方
（
第

1
号
被
保
険
者
）
と
、

②
40
歳
ー
64
歳

指定居宅介護支援事業者

ケアプラン作成

介
護
保
険
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

2
、介
護
保
険
で
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

ー、
介
護
保
険
制
度
の

運
営
主
体
と
加
入
者

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ

田勢康弘 たせやすひろ
19年年生まれ。早稲田大学第下政
治経済学部卒業後、 69年に日本経済

:•'1fl 
新聞社入社t東京本社政治部記者とし
て伽匿内閣から小渕内閣に至る吾で16

人の内閣総理大臣を取材し、途中｝年

間ワシントン特派員、ワシントン支局

長などを経t、現在、日本経済新聞の
論説副主幹兼編集委員として活躍中。

96年には日本記者クラブ賞を受賞oi

市
主
催
に
よ
る
「
⑲
日
野
市
憲
法
記
念
日
行
事
」
が

多
数
の
市
民
参
加
を
得
て
、
去
る
5
月
15
日
に
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
日
本
経

済
新
聞
譲
説
副
主
幹
の
田
勢
康
弘
氏
に
よ
る
「
誰
が
日

言
っ

て
と
て
も
引
き
継
い
で
い
け
な
い

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

真
の
リ
ー
ダ
ー
と
は

日
本
の
危
機
の

―
つ
の
原
因
は
、
指

導
者
の
劣
化
現
象
、
つ
ま
り
指
溝
者
の

質
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
国
内
を
見
ま
す
と
、
今
、
充
渦

し
て
い
ま
す
の
は
、
エ
リ
ー
ト
は
け
し

か
ら
ん
と
い
う
よ
う
な
空
気
で
す
。
こ

れ
は
大
変
危
機
的
な
こ
と
で
し
て
、
「
エ

リ
ー
ト
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
で
は
非
常
に
悪
い
印
象
の

言
葉
に
な
っ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
重
要
な
言
菓
な
の
で
す
。
そ
れ
は
国

で
も
企
業
で
も
、
ま
た
日
野
巾
の
よ
う

な
地
方
自
治
体
で
も
、
い
か
に
し
て
優

秀
な
人
材
を
集
め
る
か
と
、
そ
れ
が
エ

リ
ー
ト
主
義
な
の
で
す
。

「
エ
リ
ー
ト
」
に
は
二
つ
の
意
味
合

い
が
あ
り
ま
す
。
―

つ
は
身
分
と
し
て

の
エ
リ
ー
ト
。
も
う

一
っ
重
要
な
の
は、

機
能
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
。
国
家
を
、

企
業
を
、
ま
た
組
織
を
う
ま
く
運
営
し

て
い
く
た
め
に
い
か
に
し
て
優
秀
な
人

材
を
集
め
る
か
。

と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
官
僚
な
り
企
業

の
ト
ッ
プ
な
り
が
、
機
能
と
し
て
の
エ

リ
ー
ト
と
身
分
と
し
て

の
エ
リ
ー
ト
を

勘
述
い
し
て
、
お
れ
は
大
蔵
省
の
役
人

だ
、
お
れ
は
偉
い
ん
だ
と
思
い
込
ん
で

し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
ま
た
周
り
も

そ
う
い
う
扱
い
を
す
る
の
で
す
。

以
前
、
国
を
運
営
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
政
治
家
の
方
々
に
西
郷
隆
盛
の

言
築
を

一
っ
だ
け
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
有
名
な
「
西
郷
南
洲
迫
訓
」

と
い
う
本
に
載
っ
て
い
る
「
命
も
要
ら

ず
名
も
要
ら
ず
、
官
位
も
金
も
要
ら
ぬ

人
は
始
末
に
負
え
ぬ
も
の
な
り
。
こ
の

始
末
に
負
え
ぬ
人
な
ら
で
は
、
銀
難
を

と
も
に
し
、
国
家
の
大
業
は
成
し
得
ら

れ
ぬ
な
り
」
と
い
う
も
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
多
く
の
国
民
は
、
政
治

家
と
い
う
の
は
命
は
欲
し
い
、
金
も
名

益
も
地
位
も
欲
し
い
、
そ
う
い
う
人
問

ば
か
り
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
政
治
不

信
の
根
源
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

J̀t
.
 

日
本
経
済
新
聞
・
論
説
副
主
幹
田
~
康
紅
5

本
を
救
う
の
か
」
と
題
し
た
記
念
講
演
、
講
演
者
と
参

加
者
に
よ
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
報
今
号

で
は
、
こ
の
記
念
日
行
事
で
の
講
演
の
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
市
長
公
室
）

必
要
な
の
は
、
衆
議
院
議
員
が
500
人
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
政
党
を
問
わ
ず
、
わ

ず
か
5
人
で
も
い
い
、
国
民
が
、
お
お
、

国
会
に
も
な
か
な
か
立
派
な
生
き
方
を

し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
、
人
間
が
い
る
ん

だ
な
と
思
え
る
こ
と
。
私
は
、

5
人
で

も
政
治
不
信
は
か
な
り
解
泊
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

西
郷
隆
盛
と
い
う
人
は
、
政
治
的
に

は
幾
つ
か
の
大
き
な
間
違
い
も
犯
し
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
え
て
西
郷

の
言
薬
を
紹
介
し
た
の
は
、
国
の
運
営

に
携
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
国
家
を
預
か
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
生
き
方
を
見
事
に

彼
が
実
践
し
た
か
ら
で
す
。
言

っ
た
と

お
り
に
生
き
、
言
っ
た
と
お
り
に
見
事

に
死
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
西
郷
が
い
ま

だ
に
日
本
の
庶
民
の
心
を
最
も
つ
か
ん

で
い
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
い
う
理
巾

な
の
で
す
。

「指
導
者
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
元
は
「リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」

と
い
う
言
菓
な
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
、
そ
の
元
の

「
リ

ー
ド
」
と
い
う
言
葉
。
こ
の

「リ
ー
ド
」

と
い
う
語
源
を
ず
っ
と
た
ど
っ
て
い
き

ま
す
と
、

一
番
最
後
に
出
て
く
る
の
は

「死
ぬ
」と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の

「死

ぬ
」
と
い
う
意
味
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
そ
う
で

す
。
つ
ま
り
戦
争
に
お
い
て
司
令
官
が

命
を
か
け
て
部
隊
を
率
い
る
。
こ
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
の
は
軍
事
用
語

な
ん
で
す
ね
。
す
な
わ
ち
語
源
に
忠
実

に
解
釈
し
ま
す
と
、
命
を
捨
て
る
覚
悟

な
く
し
て
リ
ー
ダ
ー
た
り
得
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

咸
臨
丸
の
艦
長
、
勝
海
舟
は
ア
メ
リ

ヵ
か
ら
帰
っ
て
、
上
司
の
老
中
に
呼
び

出
さ
れ
、

「
ア
メ
リ
カ
で
な
に
を
見
た

か
」
と
問
か
れ
、
こ
う
答
え
ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
政
府
で
も
民
間
で

も
、
お
よ
そ
人
の
上
に
立
つ
者
は
、
皆
そ

の
地
位
相
応
に
利
口
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
点
ば
か
り
は
全
く
我
が
国
と
反
対

の
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
。

勝
が
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ

て
か
ら

140
数
年
た
っ
て
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
日

本
は
政
府
で
も
民
問
で
も
、
お
よ
そ
人

の
上
に
立
つ
者
は
、
皆
そ
の
地
位
相
応

に
利
口
な
人
が
多
い
な
と
い
う
国
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

中
央
集
権
国
家
が
抱
え
る
問
題

外
国
文
明
と
い
う
も
の
が
日
本
列
島

に
直
接
入
っ
て
く
る
の
を
防
ご
う
と
い

う
こ
と
で
、
日
本
は
250
年
間
鎖
国
を
し

ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
本
当
に
平
和
な

時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
文
化
が
成

熟
し
た
の
も
こ
の

250
年
間
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
こ
の
時
点
で
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の

250
年
間
に

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
第

2
号
被
保
険
者
）
で
す
（
表
1
参
照
）
。

こ
の
制
度
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
な
ど
の

●
碑
日
野
市
憲
法
記
念
日
行
事

璽

実
は
失
っ
た
も
の
が
大
変
大
き
い
の
で

す
。
例
え
ば
哲
学
者
の
和
辻
哲
郎
と
い

う
人
が
「
鎖
国
」
と
い
う
有
名
な
著
書

の
中
で
、

8
本
人
は
こ
の

250
年
問
に
科

学
す
る
精
神
と
い
う
も
の
を
身
に
つ
け

る
の
を
怠
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
い

ま
す
。
黒
船
が

4
隻
、
浦
賀
沖
へ
あ
ら
わ
れ

て
、
あ
ん
な
に
大
き
な
軍
艦
を
日
本
人

は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
驚
き
が
、
明
治
維
新
と
い
う
日
本

の
歴
史
最
大
の
革
命
に
つ
な
が
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
ま
で
徳
川
時
代
は
藩
制
で
し
た
。

藩
と
い
う
も
の
を
廃
止
し
て
県
を
置
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
廃
藩
置
県
で
す
。
こ

の
廃
藩
罹
県
か
ら
日
本
は
中
央
集
権
国

家
へ
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
の
で

す。
こ
の
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ

に
伴
う
教
育
制
度
と
い
う
も
の
を
つ
く

り
上
げ
ま
し
た
。
つ
ま
り
急
い
で
血
烹
か

な
国
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
は
賓
源
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
材
料
を

輸
入
し
て
、
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
加
工
し

て
付
加
価
値
を
つ
け
て
外
に
出
す
。
こ

れ
で
食
べ
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
、

こ
の
判
断
は
も
ち
ろ
ん
正
し
か
っ
た
わ

け
で
す
。
だ
れ
が
組
み
立
て
て
も
同
じ

よ
う
な
質
の
製
品
が
つ
く
ら
れ
る
。
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
乗
っ
て
部
品
が
流

れ
て
く
る
、
そ
れ
を
一
っ

―
つ
組
み
立

て
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
全
国

一
往
の
教

育
制
度
と
い
う
も
の
が
始
ま
っ
て
い
く

わ
け
で
す
。
北
か
ら
南
ま
で
、
同
じ
年

齢
の
子
ど
も
が
同
じ
科
目
で
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
教
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

何
が
生
ま
れ
る
か
。

つ
ま
り
、
国
家
と
か
社
会
と
か
い
う

も
の
が
危
機
に
直
面
し
て
何
が

一
番
頼

り
に
な
る
か
と
言
え
ば
、
多
様
性
な
の

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
人
間
が
こ
の
社
会
に
い
る
。
い
ろ
い

ろ
な
職
業
の
人
間
が
い
る
。

し
か
し

H
本
人
は
、
人
杵
そ
れ
ぞ
れ

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実

は
H
本
列
島
の
外
か
ら

H
本
人
を
見
る

と
、
顔
か
た
ち
が
似
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
て
、
み
ん
な
考
え
方
が
同
じ
で
す
。

価
値
観
の
均
質
化
。
明
治
政
府
が
つ
く

り
上
げ
た
の
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

の
部
品
を
だ
れ
が
組
み
立
て
て
も
岡
じ

よ
う
な
、
つ
ま
り
質
の
同
じ
、
均
質
化

さ
れ
た
製
品
を
つ
く
る
。
人
間
ま
で
も

が
、
そ
う
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
の

が
、
今
の
日
本
の
教
育
が
抱
え
て
い
る

大
き
な
問
題
の
源
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
の
人
材
育
成

の
方
法
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
年
功
序

列
、
終
身
雇
用
、
こ
れ
に
大
き
く
影
特

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
、
特
別
蓑
設
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
に
よ
る
施
設
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
（
表
2
参
照
）
c

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、

rh町
村
が
実

施
す
る
要
介
設
（
要
支
援
）
認
定
に
よ

っ
て
、
6
段
階
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
要

支
援
ま
た
は
要
介
談
度
に
応
じ
て
、
サ

認定審査会

（二次判定）

は
日
本
の
教
育
制
度
と
も
相
ま
っ
て
、

昭
和
50
年
代
後
半
ぐ
ら
い
ま
で
は
非
常

に
有
効
な
仕
組
み
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
、
そ
の
ツ
ケ
が
来
て
い

ま
す
。
日
本
全
体
を
見
渡
し
て
物
を
考

え
る
人
が
い
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
30
年、

40
年
も
同
じ
組
織
や
社
会

で
生
き
て
い
れ
ば
、
必
ず
そ
の
社
会
独

特
の
考
え
方
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
て
も

不
思
議
は
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
大
変
に
多
く
な

っ
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
人
は
細
か
い
部
分
、
ミ
ク
ロ

の
部
分
で
は
、
手
先
も
器
用
で
す
し
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
し
、

う
ま
く
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
れ

を
全
部
総
合
し
て
何
か
を
つ
く
り
上
げ

る
と
い
う
総
合
戦
略
と
い
う
も
の
に
大

変
欠
け
る
社
会
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

政
治
は
中
央
で
は
な
く
て
地
方
か
ら

明
ら
か
に
変
わ
り
始
め
て
お
り
ま
す
。

む
し
ろ
そ
の
方
が
変
え
や
す
い
の
で

す
。
中
央
は
議
院
内
閣
制
で
す
か
ら
、

自
分
は
こ
の
人
が
総
理
大
臣
に
い
い
と

思
っ
て
も
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
知
事
や
市
長
で
あ
れ
ば
、
こ
の
人

は
い
い
と
か
、
こ
の
人
は
嫌
だ
と
か

思
え
ば
、
自
分
の
意
思
表
示
が
で
き
る

わ
け
で
す
。
逆
に
、
覚
悟
と
意
思
が
＼

/
.
か
ら
子
ど
も
は
や
ら
な
い
。
あ
の
学

校
は
ど
う
も
い
じ
め
が
多
そ
う
だ
か
ら

や
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
先
生
も
P
T
A
も
必
死
に
な
っ
て

生
徒
が
来
る
よ
う
に
何
か
す
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
が
あ
る
種
の
教
育
に
お

け
る
競
争
原
理
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す。
こ
の
初
等
教
育
と
同
じ
よ
う
に
、
ま

た
、
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
の
は

H
本
の

高
等
教
育
で
あ
り
ま
す
。
H
本
の
指
導

者
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
知
的
進
歩
と

い
う
の
は
、
大
学
入
学
試
験
が
終
わ
っ

た
翌

H
か
ら
止
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
が
こ
の
国
の
指
森
者
層
の
知
的
レ
ベ

ル
で
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
い
た
と
き
に
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
将
来
の
指
祁
者
、
現

に
今
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

政
治
家
や
軍
人
、
学
者
、
そ
う
い
う
人
た

ち
と
研
究
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
彼

ら
の
知
的
な
も
の
に
裏
づ
け
さ
れ
た
立

派
な
使
命
感
で
す
。
自
分
が
何
の
た
め

に
今
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
と
、
そ
う

い
う
こ
と
を
そ
ば
で
見
て
い
て
本
当
に

3
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
は
、

申
請
を
忘
れ
す
に

あ
れ
ば
、
同
じ
政
治
リ
ー
ダ
ー
で
も
自

治
体
の
ト
ッ
プ
の
力
が
、
一
般
の
政
治

家
よ
り
ず
っ
と
き
ち
ん
と
し
た
仕
事
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

知
的
な
も
の
に

裏
つ
け
さ
れ
る
使
命
感

教
育
問
題
は
、
本
当
に
深
刻
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
今
の
公
立
学
校
の
枠
組

み
と
い
う
の
は
、
昭
和
lfi
年
に
「
国
民

学
校
令
」
と
い
う
の
が
発
布
さ
れ
て
、

基
本
的
に
は
そ
れ
と
余
り
変
わ

っ
て
い

な
い
の
で
す
。
あ
く
ま
で
も
公
立
学
校

が
義
務
教
育
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

一
学
区
一

校
制
、
つ
ま
り
ど

の
学
校
に
通
う
か
は
お
上
が
決
め
る
。

選
択
の
余
地
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た

よ
う
に
、
全
国

一
律
同
じ
よ
う
な
内
容

の
教
育
を
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
今

い
ろ
い
ろ
な
大
き
な
問
題
は
、
集
約
す

る
と
、
こ
こ
に
原
因
が
あ
る
か
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
し

一
学
に
ー
校
制
と
い
う

こ
の
指
定
制
度
を
も
う
少
し
緩
和
し
て

選
択
の
幅
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
す

れ
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
あ
の
学
校
は
ど
う
や
ら

意
地
の
悪
い
先
生
が
い
る
み
た
い
だ
＼

一
r
 

う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
台
湾
の
政
府
か
ら
招
か

れ
て
行
く
飛
行
機
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

で
、
我
々
の
研
究
所
の
仲
問
の
ア
メ
リ

カ
軍
人
3
人
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
す
る
と
エ
コ
ノ
ミ

ー
に
3
人
が
乗
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ど

う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
乗
っ
て
い
る

ん
だ
と
言
っ

た
ら
、
非
常
に
当
た
り
前

の
よ
う
な
顛
を
し
な
が
ら
言
う
の
で
す

が
、
自
分
た
ち
の
仕
事
は
、
詰
め
て
一＿―-ロ

え
ば
国
家
と
国
民
を
守
る
、
そ
う
い
う

仕
事
だ
と
。
し
か
も
収
入
の

100
％
は
国

民
の
税
金
で
あ
る
。
納
税
者
か
ら
自
分

た
ち
は
牛
活
費
を
も
ら
っ
て
い
る
ん

だ
。
言
っ
て
み
れ
ば
主
人
は
国
民
だ
と
。

我
々
は
サ
ー
バ
ン
ト
だ
。
だ
っ
た
ら
エ

コ
ノ
ミ
ー
に
乗
る
の
は
当
然
で
は
な
い

か
と
。
日
本
の
お
役
人
さ
ん
は
、
も
う

30
代
ぐ
ら
い
の
若
い
お
役
人
さ
ん
で
も

堂
々
と
フ
ァ

ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
な
く
て
フ
ァ
ー
ス
ト
に
乗
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
軍
人
が
言

っ
た
よ
う
な
、
俺
た
ち
は
サ
ー
バ
ン
ト
、

捧
げ
る
、
奉
仕
す
る
人
だ
と
、
そ
う
い

う
意
識
が
ど
う
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま

受
け
る
た
め
に
、
要
支
援
ま
た
は
要
介

設
状
態
で
あ
る
と
い
う
認
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
認
定
を
受

け
る
た
め
に
は
、
市
町
村
の
窓
口
に
申

訥
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
申
語
か

ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
に
つ
い
て
は

長
い
問
、
私
は
仕
事
で
万
を
越
え
る

人
に
お
目
に
か
か

っ
て
話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。
い
つ
か
私
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
、
ど
ん
な
人
で
も
い
い
か
ら
、

だ
れ
か
感
動
的
な
人
物
に
会
っ
た
ら
、

そ
の
人
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
会
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
人
は
、
自
分
が
い
か
に
す
ご
い

か
を

一
生
懸
命
に
強
調
さ
れ
る
人
が
多

か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
人
が
ど
ん

な
こ
と
を
言
っ

て
も
驚
か
な
い
の
で
す

が
、
島
倉
千
代
子
と
い
う
人
は
「
私
、

何
も
知
ら
な
い
人
間
な
ん
で
す
」
と
言

い
ま
し
た
。
こ
の
言
菜
は
私
に
は
本
当

に
衝
撃
で
、
自
分
が
書
く
べ

き
人
間
は

こ
の
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
「
島
倉
千

代
子
と
い
う
人
生
」
と
い
う
本
が
、
結

局
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
島
倉
千
代
子
と

い
う
人
の
、
歌
手
と
し
て
の
人
生
を
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
私
が
言
い
た
か
っ
た

の
は
、
戦
後
50
数
年
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
立
派
に

生
き
て
、
こ
の
同
、
社
会
を
支
え
て
き

た
の
は
、
汗
水
流
し
て
働
け
ば
い
つ
か

き
っ
と
幸
せ
が
来
る
と
、
そ
う
索
朴
に

信
じ
て
生
き
て
き
た
庶
民
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
決
し
て

時
代
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
が
仰
か

っ
た
か

ら
で
は
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
思
い

を
込
め
て
、

島
倉
千
代
子
と
い
う
女
性

の
人
生
を
通
し
て
日
本
の
庶
民
の
戦
後

と
い
う
も
の
を
書
き
ま
し
た
。

や
は
り
次
の
世
代
に
自
信
を
持
っ
て

こ
の
社
会
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

今
か
ら
急
い
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
幾
つ
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
経
済
を
立
て
直
す
と
か
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
、
や

っ
ば
り

子
ど
も
た
ち
に
き
ち
ん
と
し
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
何
か
と
い
え
ば
、
今
ま
で
、

私
も
含
め
て
戦
後
民
主
主
義
教
育
を
受

け
て
き
た
人
間
は
、
人
間
に
と
っ
て
、
こ

の
世
で

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
人
間
の

命
で
す
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
民
主
主
義
の
一
部
で
は
あ
り
ま

す
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
命
よ
り
も
大
事
な
も
の
が
こ
の

世
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
問

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
。
つ
ま
り
人
間
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
守
る
た
め
に
人
は

命
を
捨
て
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

人
問
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
、
国
家
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
、
社
会
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
、
つ
ま
り
プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
生

き
ろ
と
い
う
こ
と
を
次
の
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
学
校
の
教
育
現
場
で
も
、

親
も
、
会
社
で
上
司
が
部
下
に
も
、
全

く
そ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
な
い
で
、
み

ん
な
表
面
は
極
し
い
い
た
わ
り
合
い
の

よ
う
に
見
え
て
い
て
、
実
は
お
互
い
傷

つ
く
の
が
嫌
で
、

一
番
大
事
な
こ
と
は

言
わ
な
い
で
来
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
や

ら
こ
の
こ
と
が
座
標
軸
を
見
失
い
、
何

が
大
事
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ

れ
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
日
本
社
会
の
大
き
な
原
因
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

表
3
参
照
）
。

※
口
野
市
で
の
申
請
窓
ロ
・
方
法
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
＇

介
護
保
険
課

一

i
 

次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
わ
け
で
す
。

゜
ともに手をとり うるおいのあるまちに 支えあい助けあうまち B野のまち

゜
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＊
夕
涼
み
会

▽
日
時
1
1
7
月
1
8
日
午
後
2
時
S
8

時
▽
会
場
1
1
万
願
寺
第
八
公
園
（
東

部
会
館
近
く
）
▽
内
容
1
1
沖
縄
の
踊

り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
ほ
か
▽
問
合

せ
先
1
1
土
方
(
6
5
8
7
.
7
9
0
0
)

＊
都
立
ハ
王
子
東
養
護
学
校
夏
ま
つ

り▽
日
時
1
1
7
月
2
0
日
午
後
3
時
S
7

時
3
0
分
▽
内
容
＂
模
擬
店
、
花
火
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か
▽
会
場
・
問

合
せ
先
1
1
同
校
（
橋
本
6
0
4
2
6

.
4
6
.
8
1
2
0
)
 

＊
文
月
七
月
・
東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
日
時
1
1
7
月
2
5
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
1
1
束
部
会
館
▽
出
演
1
1
花
の

家
小
夢
ほ
か
▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
古

典
芸
能
を
楽
し
む
会
（
片
山
6
5
8
4
.

9
9
1
6
)
 

益

が
丘
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
S
東
京

光
の
家
納
涼
会

▽
日
時
1
1
7
月
29
日
午
後
6
時
S
8

時
3
0
分
▽
会
場
1
1
旭
が
丘
東
公
園
※

雨
天
の
場
合
は
施
設
内
▽
内
容
1
1
模

擬
店
、
カ
ラ
オ
ケ
ほ
か
※
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
模
擬
店
、
視
覚
障
害
者
ヘ
ル

パ
ー
）
募
集
中
▽
問
合
せ
先
1
1
東
京

光
の
家
行
事
委
員
会
(
6
5
8
1
.
2
3

4
0
)
 

＊
地
図
で
楽
し
む
小
さ
な
旅
・
東
京

湾

5
海
か
ら
空
か
ら

▽
日
時
1
1
8
月
8
B
午
前
8
時
S
午

後
6
時
※
笹
塚
駅
本
八
幡
行
き
ホ
ー

ム
集
合
▽
行
き
先
1
1
海
ほ
た
る
、
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
羽
田
空
港
ほ
か
▽
費

用
1
1
6
千
5
0
0
円
※
説
明
会
あ
り
。
詳

＊
至
誠
学
舎
社
会
福
祉
セ
l
-
l

ナ
ー

「
福
祉
の
原
点
を
探
る
」

▽
日
時
1
1
7
月
1
7
日
午
後
1
時
S
4

時
1
0
分
▽
会
場
1
1
東
京
多
摩
教
育
会

館
（
立
川
市
）
▽
内
容
1
1
映
画
「
愛

の
黙
示
録
」
と
講
演
▽
定
員
11600人

▽
問
合
せ
先
1
1
至
誠
学
園
(
6
5
2
4
.

2
3
6
7
)
 

*
C
型
、
B
型
肝
炎
・
肝
が
ん
の
悩

み
ご
と
何
で
も
相
談

▽
H
時
1
1
7
月
1
8
日
午
後
1
時
か
ら

▽
会
場
1
1
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
内

容
1
1
肝
臓
病
治
療
、
療
養
、
福
祉
の

経
験
交
流
▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
肝

臓
病
友
の
会
（
赤
塚
6
5
8
5
.
1
7
2

3
)
 

＊
子
育
て
セ
＿

l-
ナ
ー

▽
日
時
1
1
7
月
24
日
午
前
1
0
時
3
0
分

S
正
午
▽
会
場
1
1
高
幡
珠
算
塾
▽
テ

ー
マ
1
1
子
ど
も
と

一
緒
に
親
育
ち
▽

講
師
1
1
正
畑
弘
子
氏
（
由
倫
理
研
究

所
）
▽
問
合
せ
先
1
1
峯
岸
(
6
5
9
2
.

8
8
4
8
)
 

＊
わ
か
ば
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
S
体

験
育
児
と
1
、
2
歳
健
康
診
断

て
体
験
育
児
・
外
来
身
体
測
定
▽
日

時
1
1
7
月
16
日
午
前
9
時
3
0
分
S
l
o

時
3
0
分
※
以
降
毎
月
第
3
金
曜
日

(
8
月
を
除
く
）
▽
内
容
1
1
保
育
園

の
同
年
齢
の
子
ど
も
と
遊
び
、
身
体

測
定
▽
対
象
"
2
歳
S
5
歳
児
※
直

接
会
場
へ
▼
外
来
1
、
2
歳
健
康
診

断
▽
日
時
1
1
9
月
21
日
午
前
9
時
5
0

分
S
1
1
時
※
以
降
毎
月
第
3
火
曜
日

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
申
込
み
先

11
菊
澤

(
6
5
9
1
.
3
3
7
8
)

▽
内
容
1
1
小
児
科
医
に
よ
る
健
康
診

断
▽
対
象
1
1
1
歳
S
2
歳
児
※
予
約

を
以
上
▽
会
場
・
問
合
せ
先
1
1
日
野

わ
か
ば
保
育
園
（
程
久
保
3
の

21
の

2
6
5
9
3
.
5
5
5
1
)
 

＊
あ
な
た
も
童
謡
詩
人
、
童
謡
詩
を

募
集
▽
規
定
1
1
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
縦

書
き
。
1
編
ご
と
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
▽

費
用
1
1
1
編
1
千
円
▽
申
込
み
1
1
8

月
7
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
作
品

と
費
用
を
、
多
摩
童
謡
友
の
会
（
〒

206ー

0
0
1
3
多
摩
市
桜
ケ
丘
1
の

49
の
5
)
へ
※
発
表
は
1
0
月
1
7
日
の

三
多
摩
童
謡
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
▽
問
合
せ
先
1
1
多
摩
童
謡
友
の

会
(
6
0
4
2
.
3
7
5
.
8
5
5
8
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

T
夏
休
み
鉄
棒
・
と
び
箱
教
室
▽
日

時
1
1
7
月
2
7
日
S
3
1
日
午
後
1
時
S

3
時
▽
対
象
1
1
小
1
ー
小
4
T
夏
休

み
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
▽
日
時
1
1
8

月
4
日
S
7
日
午
後
1
時
S
3
時
▽

対
象
1
1
小
1
S
小
6
▼
夏
休
み
子
ど

も
短
期
教
室
①
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
▽

日
時
I
I
A
コ
ー
ス
…
8
月
3
日
・
4

H
、
B
コ
ー
ス
・
・
・
8
月
2
5
日
・

26
日

午
後
2
時
S
4
時
▽
対
象
1
1
小
3
S

中
3
②
短
期
け
ん
玉
▽
日
時
1
1
8
月

1
0
日
S
1
3
H
午
後
2
時
S
4
時
▽
対

象
1
1
小
学
生
以
上
③
ポ
タ
リ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
▽
日
時
1
1
8
月
2
0
日
午
前

1
0
時
S
正
午
▽
対
象
1
1
小
3
以
上
④

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
▽
日
時
1
1
8
月
26

日
午
後
1
時
3
0
分
S
4
時
▽
対
象
I
I

小
3
以
上
▼
体
験
カ
ヌ
ー
キ
ャ
ン
プ

▽
日
時
1
1
8
月
7
日
＼
8
日
▽
会
場

な
が
と
ろ

1
1
秩
父
長
溜
キ
ャ
ン
プ
場
▽
対
象
＂

小
学
生
以
上
▼
デ
ニ
ス
デ
ニ
オ
の
は

じ
め
て
英
会
話
▼
デ
ニ
ス
デ
ニ
オ
の

楽
し
い
英
会
話
▼
カ
ル
メ
ン
さ
ん
の

英
語
で
ス
ペ
イ
ン
諾
▼
や
さ
し
い
ス

ペ
イ
ン
語
マ
ー
歳
6
カ
月
S
5
歳
児

幼
児
教
室
会
員
募
集
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

岡
合
せ
先
1
1
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
捷
供
を

▽
1
0
月
1
0
日
に
東
京
光
の
家
で
行

う
、
第
22
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

に
衣
類
、
日
用
品
、
玩
具
、
電
気
製

品
、
食
品
な
ど
の
提
供
を
▽
回
収
期

日
1
1
9
月
2
5
8
ま
で
▽
問
合
せ
先
I
I

東
京
光
の
家
バ
ザ
ー
委
員
会
(
6
5
8
1

•2340) 
＊

「
炎
の
会
」
絵
画
展

▽
日
時
1
1
7
月
2
0
H
ー
2
5
日
午
前
1
0

時
ー
午
後
6
時
※
2
5
日
は
午
後
5
時

ま
で
▽
会
場
1
1
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先
1
1
真
柴

(6593.

4
0
0
6
)
 

＊
新
婦
人
短
歌
小
組

▽
日
時
1
1
7
月
21
日
午
後
6
時
3
0
分

S
8
時
▽
会
場
1
1
豊
田
駅
周
辺
で
▽

講
師
1
1
小
木
宏
氏
（
短
詩
形
文
学
会

員
）
＞
費
用
1
1
1
回
1
千
円
※
会
貝

募
集
中
▽
問
合
せ
先
1
1
関
戸
(
6
5
8
6

.
6
2
4
7
)
 

＊
や
さ
し
い
木
彫
体
験

▽
日
時
1
1
7
月
24
日
午
前
1
0
時
S
正

午
▽
会
場
1
1
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

1
1
鍋
し
き
作
り
▽
費
用
1
1
2
千
円

（
材
料
費
含
む
）
▽
持
ち
物
1
1
彫
刻

刀
、
え
ん
び
つ
▽
問
合
せ
先
1
1
藤
本

(
6
5
9
1
.
6
4
1
2
午
後
8
時
以
降
）

＊
高
齢
者
の
財
産
管
理
・
遺
言
・
相

続
の
無
料
講
習
会
・
相
談
会

▽
日
時
1
1
7
月
2
5
日
午
後
1
時
S
5

時
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー

（石
川
6
5
8
6
.
2
9
1
6
)

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

①
環
境
工
学
▽
日
時
1
1
9
月
9
日
S

1
0
月
7
日
(
9
月
23
日
を
除
く
）
の

毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
3
0
分
S
8
時

翠
心
員
1
1
4
0
人
▽
費
用
1
1
1
千
3
0
0
円

②
協
調
工
学
S
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ヘ
の
挑
戦
▽
日
時

1
1
9
月
2
5
H
午
後
2
時
S
4
時
▽
定

貝
1
1
4
0
人
▽
費
用
1
1
5
0
0
円
③
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
を
用
い
た
英
会
話

教
室
▽
日
時
1
1
9
月
2
5
B
S
1
2
月
4

日
(
1
0
月
9
日
を
除
く
）
の
毎
週
士

曜
日
午
後
1
時
3
0
分
S
4
時
3
0
分
▽

内
容
1
1
初
級
I
.
I
l
、
中
級
I
.
l
J
、

中
学
高
校
教
貝
ク
ラ
ス
▽
定
員
1150

人
▽
費
用
1
1
4
千
700
円
④
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
B
A
S
I
C
入
門
▽
日
時
1
1

9
月
2
5
8
¥
1
2
月
4
日
(
1
0
月
3
0
日

は
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時

S
4
時
3
0
分
▽
定
員
1
1
3
0
人
▽
費
用

1
1
6
千
5
0
0
円
（
予
定
）

以
上
▽
会
場
1
1
同
大
学
▽
申
込
み

1
1
電
話
で
①
は
8
月
9
日
S
2
0
日
、

②
は
8
月
23
日
S
9
月
6
日
（
先
着

順）

゜
③
④
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
同

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
担
当

(〒191ー

0
0
6
5
旭
が
丘
6
の
6

6
5
8
5
.
8
6
7
6
)
へ

＊
実
践
女
子
短
期
大
学
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ

▽
8
程
1
1
9
月
1
8
日
S
1
2
月
4
日
の

士
曜
日
(
1
講
座
5
S
1
0
回
）
▽
会

場
1
1
実
践
女
子
短
期
大
学
▽
内
容
I
I

①
英
会
話
初
級
②
英
会
話
中
級
③
中

国
語
会
話
④
日
本
語
教
授
法
初
級
⑤

8
本
語
の
表
現
⑥
手
芸
（
ハ
ー
ダ
ン

ガ
ー
刺
繍
）
⑦
着
付
け
⑧
表
流
・
茶

の
湯
⑨
香
を
楽
し
む
⑩
男
性
の
た
め

の
調
理
入
門
⑪
テ
ニ
ス
（
初
心
者
コ

ー
ス
）
⑫
テ
ニ
ス
（
経
験
者
コ
ー
ス
）

⑬
レ
ジ
ャ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入

門
⑭
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
入
門
⑮
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
⑯
生
涯
学
習
支

援
者
養
成
講
座
⑰
暮
ら
し
に
役
立
つ

身
近
な
法
律
講
座
⑱
美
術
へ
の
招
待

⑲
教
養
の
日
本
文
学
「
平
家
物
語
」

▽
対
象
1
1
1
8
歳
以
上
の
男
女
▽
費
用

1
1
5
千
円
S
2
万
8
千
円
※
別
途
教

材
費
が
必
要
な
も
の
あ
り
。
詳
し
く

は、

募
集
要
項
の
請
求
を
▽
募
集
要

項
請
求
方
法
1
1
ハ
ガ
キ
で
。
募
集
要

項
希
望
、
希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
記

入
し
、
実
践
女
子
短
期
大
学
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
(
〒
1
9
1
1
0
0

1
6
神
明
ー
の
1
3
の
1
6
5
8
4
.
5
0

0
0
)

へ

＊
日
本
野
鳥
の
会
・
鳥
と
緑
の
国
際

セ
ン
タ
ー
「
夏
休
み
自
然
教
室
」

▽
日
時
1
1
7
月
2
5
日
午
前
1
0
時
ー
正

午
（
雨
天
実
施
）
▽
会
場
1
1
同
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
1
1
市
の
鳥
カ
ワ
セ
ミ
を

調
べ
て
み
よ
う
ほ
か
▽
講
師
1
1
森
下

眸
氏
（
同
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）
ほ
か

▽
対
象
1
1
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

▽
問
合
せ
先
1
1
同
セ
ン
タ
ー
(
6
5
9
3

.
6
8
7
1
)
 

＊
日
野
郵
便
局
「
夏
休
み
親
子
絵
手

紙
教
室
」

▽
日
時
1
1
7
月
3
0
日
午
後
1
時
S
4

時
▽
会
場
1
1
同
郵
便
局
▽
定
員
1
1
2
0

組
4
0
人
▽
申
込
み
先
1
1
同
郵
便
局
郵

便
課
(
6
5
8
1
.
4
0
0
0
平
日
の
午

前
9
時
S
午
後
5
時
）

＊
障
害
者
支
接
団
体
「
あ
い
あ
む
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時
1
1
8
月
1
日
午
前
1
0
時
S
午

後
3
時
※
雨
天
の
場
合
は
29
日
▽
会

場
1
1
日
野
中
央
公
園
▽
費
用
1
1
1
千

5
0
0
円
と
賛
同
支
援
金
▽
申
込
み
先
I
I

あ
い
あ
む
2
号
店
(
6
0
7
0
.
6
6
5

7
.
2
9
5
2
)
 

＊
心
身
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
で
給

食
を
作
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か

▽
日
時
1
1
月
曜
ー
木
曜
日
の
間
に
1

回
。
午
前
1
0
時
3
0
分
S
午
後
2
時
▽

内
容
1
1
昼
食
を
1
0
食
程
度
▽
申
込
み

先
1
1
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
ち
か
わ

屋

(
6
5
9
2
.
0
6
0
1
)

＊
七
生
養
護
学
校
「
夏
の
学
校
」

▽
8
月
3
0
日
に
養
護
学
校
の
児
童
・

生
徒
と

一
日
遊
ん
で
く
だ
さ
る
方
を

募
集
▽
時
間
1
1
午
後
1
時
＼
4
時
▽

申
込
み
1
1
8
月
1
0
日
ま
で
に
七
生
養

護
学
校
（
木
嶋
6
5
9
4
.
4
4
0
1
)
へ

＊
日
野
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
「
中
•
長

距
離
睦
上
記
録
会
」

▽
日
時
1
1
8
月
28
日
午
後
4
時
か
ら

※
小
雨
実
施
▽
会
場
1
1
市
民
陸
上
競

技
場
▽
種
目
1
1
8
0
0
昇

・
1
千
5
0
0
い

・

3
千
〗
ぃ男
女
•
5
千尉
男
子
▽
対
象

1
1
中
学
生
以
上
で
健
康
な
方
▽
費
用

1
1
3
0
0
円
（
競
技
場
使
用
料
100
円
は
各

自
負
担
※
中
学
生
、
日
野
・
日
野
台

•
南
平
高
校
生
は
無
料
）
▽
申
込
み

1
1
8
月
7
日
ま
で
に
所
定
の
申
込
書

（
申
込
書
は
市
民
陸
上
競
技
場
、
南

平
体
育
館
に
あ
り
）
を
植
田
雄
三

(
〒
1
9
1
1
0
0
1
2
H
野
606
の
1
モ

＊
日
野
市
水
泳
愛
好
会

▽
7
月
23
日
S
8
月
3
1
日
午
後
5
時

3
0
分
S
7
時
（
月
曜
・
木
曜
日
を
除

く
）
に
市
民
プ
ー
ル
で
▽
対
象
1
1
5
0

い
以
上
泳
げ
る
高
校
生
以
上
の
方
▽

費
用
1
1
年
2
千
円
▽
問
合
せ
先
1
1
柴

田
(
6
5
9
2
.
8
5
0
3
)

＊
豊
田
太
極
拳
同
好
会

▽
毎
週
日
曜
日
午
前
1
0
時
S
1
1
時
3
0

分
に
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
で
▽
費

用
1
1
月
2
千
円
▽
問
合
せ
先
1
1
河
原

(
6
5
8
6
.
7
3
5
2
)
 

*
-
―
＿
多
摩
「
第
九
」
合
唱
団

▽
1
2
月
1
2
日
の
演
奏
会
に
向
け
て
9

月
3
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
午
後
6
時

3
0
分
S
9
時
に
立
川
中
央
公
民
館
な

ど
で
※
初
心
者
を
対
象
と
し
た
基
礎

講
座
あ
り
▽
費
用
1
1
4
カ
月
で
1
万

2
千
円
▽
問
合
せ
先
1
1
同
合
唱
団

(
6
5
7
6
.
9
2
4
7
)
 

＊
木
自
込
み
人
形
つ
く
し
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
1
0
時
S
正
午
に

会
員
宅
（
多
摩
平
）
で
▽
費
用
1
1
2

千
S
3
千
円
（
材
料
費
）
▽
持
ち
物

1
1
は
さ
み
、
目
打
ち
、
ヤ
ス
リ
、
エ

プ
ロ
ン
▽
問
合
せ
先
1
1
石
倉
(
6
5
8
3

.
0
4
3
6
)
 

＊
旭
が
丘
女
声
合
唱
団

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
2
時
S
4
時
3
0

分
に
勤
労
•青
年
会
館
な
ど
で
▽
費

用
1
1
月
4
千
円
※
個
人
発
声
あ
り
。

見
学
歓
迎
▽
問
合
せ
先
1
1
内
海
(
6

•7674) 5
 
8
 
5
 
＊
油
絵
「
い
い
ぜ
る
会
」

▽
毎
月
第
2
•
第
4
土
曜
日
午
後
1

時
3
0
分
S
4
時
に
高
幡
台
小
で
▽
費

用
1
1
入
会
金
2
千
円
、
月
2
千
5
0
0
円
、

維
持
費
3
カ
月
5
0
0
円
※
指
導
あ
り
▽

問
合
せ
先
1
1
内
田
(
6
5
9
3
.
1
0
5

9
)
 

＊
バ
ー
ド
・
カ
ー
ビ
ン
グ
「
は
ま
し

ぎ
の
会
」

▽
毎
月
第
2
•
第
4
金
曜
日
午
後
2

時
S
4
時
に
中
央
公
民
館
で
▽
問
合

せ
先
1
1
小
林
(
6
5
9
2
.
1
2
4
4
)

*
3
B
健
康
体
操
「
向
日
芙
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
S
9

ア
ス
テ
ー
ジ
日
野
2
0
3
6
5
8
6
.
1
8
3

8
)

へ

時
に
中
央
公
民
館
で
▽
内
容
1
1
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
や
道
具
使
用
の
運
動
▽

対
象
1
1
中
高
年
の
女
性
▽
費
用
＂
入

会
金
1
千
円
、
月
3
千
円
▽
問
合
せ

先
1
1
久
保
田
(
6
5
8
4
.
5
9
4
2
)

＊
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
幹
の
会
」

▽
月
3
回
月
曜
日
午
後
6
時
ー
7
時

3
0
分
に
四
中
食
堂
で
▽
内
容
1
1
童

謡
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
シ

ャ
ン
ソ
ン
※
隔
月
、
老
人
施
股
訪
問

▽
費
用
1
1
月
2
千
5
0
0
円
※
初
心
者
歓

迎
、
経
験
年
齢
不
問
▽
問
合
せ
先
I
I

三
浦
(
6
5
8
4
.
2
9
6
4
午
後
6
時

ー

9
時）

①

「
み
ん
な
の
メ
モ
帳
」
は
、
広
報

手
段
を
持
た
な
い
市
民
、
団
体
・
サ

ー
ク
ル
等
（
主
に
市
内
在
住
・
在
勤

在
学
者
で
構
成
）
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

②
政
治
団
体
な
ど
が
行
う
行
事

・
会

貝
募
集
（
以
下
「
行
事
等
」
）
や
政

治
活
動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等
は
、

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

③
宗
教
団
体
な
ど
が
行
う
行
事
等
や

宗
教
活
動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等

は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

④
企
業
な
ど
が
行
う
行
事
等
で
営
利

目
的
や
営
業
宣
伝
と
み
な
さ
れ
る
行

事
等
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

門

般
の
行
事
等
の
取
り
扱
い
は
、

次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

0
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
会
員
募
集

は
、
同
好
の
仲
間
を
募
る
た
め
の
も

の
と
し
ま
す
。
「
私
が
教
え
ま
す
」
式

の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

0
営
利

を
目
的
と
す
る
教
室
な
ど
を
開
い
て

い
る
個
人
・
団
体
の
講
演
会
や
作
品

展
な
ど
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん

0
行

事
等
の
参
加
費
用
は
、
必
要
経
費
、

材
料
費
等
の
実
費
、
常
識
範
囲
の
会

費
（
茶
菓
子
代
等
）
を
超
え
な
い
も
の

と
し
ま
す

0
同

一
団
体
の
掲
載
は
、

原
則
と
し
て
3
カ
月
程
度
の
間
隔
を

あ
け
る
も
の
と
し
ま
す
〇
営
利
目
的

と
み
な
さ
れ
る
バ
ザ
ー
や
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。
し

（
市
長
公
室
広
報
担
当
）

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜
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▲
ハ
ー
ト
型
の
顔
の
土
偶

象

11
小
・
中
学
生
※
小
学
3
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
▽
定
員

1130
人

（先
着
順
）
▽
持
ち
物

11
帽
子
、
タ

オ
ル
※
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
▽
申
込
み

1
1
7
月
15
日
午
前

9
時
か
ら
ふ
る
さ
と
博
物
館

(6583

.
5
1
0
0
)

へ

夏
休
み

ク

子
ど
も

▲

今
年
も
市
内
の
小
学
5
年
生
を
対

象
に
、
子
ど
も
ご
み
探
検
隊
隊
員
を

募
集
し
ま
す
。

ご
み
が
、
日
の
出
町
の
最
終
処
分

場
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、
資
源
物

が
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
様

々
な
工
程
を
探
検
し
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ

を
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
肌
で
感

じ
、
学
校
で
、
家
庭
で
率
先
し
て
ご

み
問
題
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
、
ご

み
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程

1
1
8
月
18
日
・

19
日
▽
集
合

1
1
1
8
B
・
・
・
午
前
8
時
30
分
に
日
野
駅

前、

9
時
に
高
幡
不
動
駅
前
／
19
日

…
午
前
8
時
30
分
に
高
幡
不
動
駅

前、

9
時
に
日
野
駅
前

▽
内
容
11
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
び
ん
の
再
生
工

場
を
探
検
▽
対
象
11
両
日
参
加
で
き

る
市
内
在
住
の
小
学
5
年
生

▽
定
員

1124
人
（
先
着
順
）
▽
持
ち
物

11弁

当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
※
動

き
や
す
い
服
装
で
マ
甲
込
み

1
1
7
月

27
日
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)

へ

i
打

も

縄

文

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

②

火

お

こ

し

と

野

焼

き

▽
日
時

1
1
8
月
11
日
午
後
1
時
30
分

土
笛
•
土
偶
つ
く
り
と
火
お
こ
し
・
野
焼
き
か
ら
※
雨
天
延
期
▽
会
場

1
1自然
体

①

復

原

住

居

で

土

笛

と

土

偶

づ

く

り

験

広

場

（

仲

田

小

隣

）

▽
内
容
11
①

に

挑

戦

で

作

っ

た

土
笛
や
土
偶
を
野
焼
き
し

言
口
時

1
1
8
月
5
日
午
後
1
時
30
分

て

完

成

※

詳

細

は

8
月
5
日
の
体
験

か
ら
※
雨
天
実
施
▽
会
場
11
日

野

中

学

習

会

で

説

明

▽

対

象

11
小
・
中
学

央
公
園
内
復
原
住
居

▽
内
容
11
粘

土

生

※

小

学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

っ
ち
ぶ
え

ど
ぐ
う

を

使

っ

て

土

笛

や

土

偶

を

作

る

▽

対

伴

で

▽

問

合

せ

先

11
ふ
る
さ
と
博
物

▲

土

笛

館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

映
像
で
み
る

日
野
と
満
蒙
開
拓

カ
っ
て
市
内
に
満
洲
へ
渡
る
た

め
の
訓
練
施
設
・
東
京
府
拓
務
訓
練

所
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
勤
労
報
国
隊

で
旧
七
生
村
か
ら
満
洲
へ
渡
り
終
戦

を
迎
え
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
。
終
戦
記
念
日
に
ち
な

物月合移愛拓容時▽ん知 す農らフみ
館 15L__住知団 II ▽ 日でらこ ゜場満イ‘
日▽地県全上会時みれの 隊洲ル市
云午定全女 2 映場 l1 まざ機 員 にム民
583前員 3 子 巻 フ II 8せる会 た渡を秘
・ 9 II 巻追弥ぷイふ月んかに ち つ 上蔵
5 時 30第進栄＄ルる 7 かか‘ のた映の
1か人 三 訓・ムさ日 °わ日 体元し満
〇ら▽次練千----,と午 り野 験新‘ 蒙
〇ふ申糸究所振展叶専 後 にと 談 京 旧開
-'る込陵忙ー開び物 l つ満 を束七拓
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□”
花
い
ち
も
ん
め

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級
（
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

聴
覚
障
害
者
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、

字
幕
付
き
映
画

会
を
行
い
ま
す
。

付
き
添
い
の
方
も
観
賞
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な

囀

お
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
希
望
す
る

方
は
、

7
月
23
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
7
月
30
日
午
後
1
時
15
分

ー
3
時
45
分
▽
会
場
11
つ
ば
さ
学
園

（
案
内
図
参
照
）
＞
上
映
作
品

11
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品
「
花
い
ち

も
ん
め
」
▽
出
演
11
十
朱
幸
代
、
西

郷
輝
彦
ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
つ
ば
さ

学
園
や
ま
ば
と
学
級

(
6
5
8
2
.
3
4

0

0
／
回
582
．
3
4
0
1
)

”
底
磁
に
一
臼

戦
争
っ
て

S
一
枚
の
は
が
き
か
ら

戦
争
を
体
験
し
た
方
が
高
齢
に
達

し
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
戦
争
の

惨
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、

戦
争
体
験
や
思
い
を

一
枚
の
は
が
き

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
絵
や

短
歌
、

詩
、
な
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
匿
名
で
も
結
構
で
す
。

▽
送
付
先
11
日
野
市
中
央
公
民
館

一

枚
の
は
が
き
係
(
〒

1
9
1
1
0
0
1
1

日
野
本
町
7
の
5
の
23)

▽
問
合
せ

先
11
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8

一
地
元
産
の
新
鮮
野
菜
を
ご
家
庭
に

一

土
曜
市
と
週
3
回

野
菜
の
即
売
会

＊
土
曜
市
の
開
催

▽
日
時
・
会
場

1
1
7
月
17
日
午
前
10

時

S
午
後
4
時
：
東
京
南
農
協
七
生

支
店
※
正
午
S
午
後
2
時
を
除
く
／

31
日
午
前
10
時

S
午
後
4
時
・
・
・
多
摩

平
第
七
公
園
と
東
京
南
農
協
七
生
支

店
※
東
京
南
農
協
七
生
支
店
は
正
午

S
午
後
2
時
を
除
く
▽
問
合
せ
先
II

東
京
南
農
協
日
野
支
店

(
6
5
8
3
.
2

l
1
1
)
／
同
七
生
支
店

(
6
5
9
1
.

2
0
1
2
)
／
市
産
業
振
典
課

＊
週

3
回
野
菜
の
即
売
会

▽
日
時
11
毎
週
火
曜
・
木
曜
・

土
曜

日
午
後
1
時
か
ら
※
売
り
切
れ
次
第

終
了
▽
会
場

11
多
摩
平
第
七
公
園

（
多
摩
平
交
番
西
側
）
、
生
活
の
ひ

ろ
ば
（
生
活
・
保
健
七
ン
タ
ー
前
）
、

多
摩
平
団
地
中
央
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ひ

の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転

市
場
隣
）
▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興

課

'[-三カ
t
g
-

．．
 

暮
ら
し
に
役
立
つ

資
料
・
情
報
コ
ー
ナ
ー

商
品
、
保
険
、
環
境
、
食
、
契
約

な
ど
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
も
の
か

ら
、
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
生
活
を
楽
し
く
す
る
も
の
ま
で
、

情
報
が
満
載
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
資

料
・
図
書
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
開
館
日
時

11
月
曜

S
金
曜
日
の
午

前
8
時
30
分

S
午
後
5
時
▽
所
在
地

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

1
階
生
活

課
前
▽
問
合
せ
先

11
生
活
課

(6581

.
4
1
1
2
)
 

曾
"＂晶
一
市
立
総
合
病
院
に
は
、
「
さ
や
か

学
級
」
と
い
う
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
学
校
に
通
学
で
き
な
い
児
童
が
学

ぶ
た
め
に
教
室
が
あ
り
ま
す
。

病
弱
児
体
験
合
宿
「
わ
ん
ば
く

村
」
は
、
移
動
教
室
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
り
、
多
く
の
友
達
と
遊
ぶ
機

会
が
少
な
い
児
童
が
、
そ
う
で
は
な

い
子
と
大
自
然
の
中
で

一
緒
に
遊

び
、
心
の
ふ
れ
あ
い
や
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
出
会
い
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
は
、
医
師
、
看
護

婦
、
大
学
生
や
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

た
ち
な
ど
が
参
加
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
友
達
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

ま
す
。

▽
日
程

1
1
8
月
29
日
S
3
0
日
▽
場
所

11
八
ヶ
岳
府
中
山
荘
▽
対
象
11
小
・

中
学
生

▽
費
用
1
1
1
万
5
千
円
※
8

月
7
日
午
後
2
時
S

3
時
に
説
明
会

あ
り
▽
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

3
階
西
病
棟

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)

▽
日
程

1
1
7
月
19
日
▽
区
分
・
時
問

II
①
体
育
館
…
午
後
2
時
②
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
…
3
時
③
校
庭
…

4
時
④
ナ

イ
タ
ー
…

6
時
▽
会
場

11
市
役
所
5

階
505
会
議
室

▽
参
加
資
格
11
団
体
登

録
証
を
持
参
し
た
方
（
中
学
生
以
下

は
不
可
）

▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

!

南

平

小

が

一

部

教
開
期
間
お
休
み

耐
鍵
工
事
の
た
め
、
南
平
小
の
教

室
開
放
を

7
月

10
日
S

8
月
末
日

（予
定
）
の
間
、
休
止
し
ま
す
。

再
開
の
日
程
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

8
月
24
日
か
ら

29
日
ま
で
、
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
内
装
工
事
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

（
圏
日
野
市
企
業
公
社
）

．f
「国

"S
に

毎
日
な
に
げ
な
く
流
し
て
い
る
下

水
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時

1
1
7
月
28
日
午
前
9
時
30
分

ー
午
後
4
時
※
雨
天
実
施
。
受
け
付

け
は
午
後
3
時
ま
で
▽
会
場
11
東
京

都
下
水
道
局
浅
川
処
理
場
（
石
田

236

都
立
日
野
高
校
裏
）
▽
内
容

11
施
設

見
学
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
見
る
・
調

べ
る
・
下
水
道
が
き
れ
い
に
な
る
わ

け
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
）
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

中
学
校
体
育
施
設
開
放

f
8月
利
用
分

E
目

m-
・
ミ
ニ
四
駆
コ
ー
ナ
ー
（
持
参
可
）

ほ
か
※
来
場
者
に
記
念
品
贈
呈

▽
問

合
せ
先
11
東
京
都
下
水
道
局
浅
川
処

理
場
(
6
5
8
1
.
9
7
8
7
)

■夏
休
み
動
物
教
室

犬
、
ウ
サ
ギ
、
モ
ル
モ

ッ
ト
、
ニ

ワ
ト
リ
に
実
際
に
ふ
れ
て
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。

▽
8
時
1
1
7
月
29
日
・

30
日
午
前
9

時

S
午
後
3
時
※
い
ず
れ
か
1
日
▽

会
場

11
東
京
都
動
物
保
護
相
談
セ
ン

タ
ー
多
摩
東
支
所

（石
田
192
の
33)

▽
内
容
11
え
さ
づ
く
り
、
犬
と
散
歩
、

動
物
の
習
性
ほ
か

▽
対
象

11
小
学
3

年
生
以
上
▽
定
員
11
各
20
人
（
先
着

順
）
▽
申
込
み

1
1
7
月
19
日
か
ら
東

京
都
動
物
保
護
相
談
セ
ン
タ
ー
多
摩

東
支
所

(
6
5
8
1
.
7
4
3
5
)

へ

■犯
罪
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

警
視
庁
で
は
、

主
に
性
犯
罪
・
重

傷
害
事
件
の
被
害
者
、
殺
人
な
ど
の

遺
族
を
対
象
に
、
悩
み
事
相
談
や
各

種
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
相
談
電
話
番
号

1
1
0
3
.
3
5
9
7

•
7
8
3
0

※
月
曜
S

金
曜
日
の
午

前
8
時
30
分

S
午
後
5
時
15
分
。
F

A
X
は
0
3
.
3
5
9
2
.
6
8
4
0

で
24
時
問
受
け
付
け
▽
問
合
せ
先
II

日
野
警
察
署

(
6
5
8
6
.
0
1
1
0
)

■シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
T
o
k
y
o参
加
者
募
集

こ
の
大
会
は
来
年
の
全
国
健
康
福

祉
祭
大
阪
大
会
の
選
考
を
兼
ね
て
い

ま
す
。

言
口
程

1110
月
15
日
S
2
3
日
※
種
目

に
よ
り
日
程
・
会
場
が
異
な
り
ま
す

▽
種
目
11
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
弓
道
、
テ
ニ
ス
、
剣

道
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
ペ
タ
ン
ク
▽

対
象
11
都
内
在
住
で
平
成
12
年
4
月

1
日
に
満
59
歳
以
上
の
健
康
で
競
技

可
能
な
方
※
初
心
者
歓
迎
▽
費
用
II

1
人
1
千
円
※
選
手
、
監
督
を
問
い

ま
せ
ん
▽
申
込
み

1
1
7
月
31
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
市

役
所
2
階
高
齢
福
祉
課
、
日
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
）
で
振
り
込

み
▽
問
合
せ
先

11
団
東
京
都
地
域
福

祉
財
団
東
京
い
き
い
き
ら
い
ふ
推
進

セ
ン
タ
ー

(
6
0
3
.
3
2
3
5
.
1

1
6
7
)
 

゜ ともに手をとり夢のあるまちに 一
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゜

古
来
か
ら
の
漁
法
の
保
存
・
伝
承
に

努
め
て
い
る
多
摩
川
漁
業
協
同
組
合
日

野
支
部
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
20

年
代
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
「
日
野
の
伝

統
漁
法
」
を
公
開
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
川
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
の
輪
が
地
域
に
広
が
る
こ
と
を
願

い
、
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
川
と
水
に

親
し
め
る
機
会
と
な
る
よ
う
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

［
法
場
漁
会
統、伝

な
お
、
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
稚
ゴ

イ
の
つ
か
み
ど
り
を
行
い
ま
す
の
で
、

家
族
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。夏
の

一
日
、
浅
川
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▽
8
時
1
1
8
月
1
8
①
午
前
9
時
＼
ll

時
※
小
雨
実
施

▽
会
場

11
浅
川
南
側
・
ふ
れ
あ
い
橋
下

（
案
内
図
参
照
）

▽
公
開
さ
れ
る
漁
法

11
よ
せ
網
、
ペ

ラ
、
は
ね
網
、
瀬
張
り
、
投
網
、
ひ
っ

か
き
、
流
し
ば
り
ほ
か

▽
問
合
せ
先

11
多
摩
川
漁
業
協
同
組
合

日
野
支
部
（
松
村
6
5
8
1
.
0
1
1
4
)

／
市
生
涯
学
習
課

毎
年
、
市
で
は
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
平
和
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
そ
の
一
環
と
し
て
、
「
映
画

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
上

映
作
品
は
、
「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」

と
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
の

2
本
で
、
い

ず
れ
も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
映
画

を
通
し
て
平
和
の
意
味
を
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

▽
日
時

1
1
8
月
8
日
（
午
前
10
時
ー
正

午
※
開
場
は
午
前
9
時
30
分

▽
会
場

11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容

11
「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」

「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
（
い
ず
れ
も
ア

ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
）

▽
定
員
1
1
1
千
100
人

▽
申
込
み

1
1
7
月
26
日
①
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
人
数

(
1
枚
の
ハ
ガ
キ
で

5
人
以

内
）
を
、
返
信
用
表
面
に
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所
総

務
部
庶
務
課
(
〒

191ー

8
6
8
6
住
所

不
要
）
へ

▽
問
合
せ
先

11
総
務
部
庶
務
課

H野市
平和事業映画の集い

口口

時刻表（日野駅～豊田駅）※ロニコ部分が増便された所です ▽ですさ運日
゜れ行野 7の市

時 ．． 批牲遍■•悶す° 新、時台月運芭l
せし 1間路 16 ~丁.:::.
先 い日が線日 ― 
ll 時 15延＾ （金）

時---;,
企
画表
刻便艮日力、問佼

調は の
~=野らか．

整 別運り
な駅市
＼内
延日

課 表 1T ‘豊ミ長野
のと 2 田ニ ム
とな便駅バ

Eコ
おり増-ス 路
りま便の． 線

今月は、固定資産税・

都市計画税（第2期）の納期です。

納付には便利な口座振替のこ利用を

_=1屯但t.で9_
20 7 35 

゜
40 8 15 55 
20 ， 35 
゜

40 10 15 55 
20 11 35 

12 
20 13 35 

゜
40 14 15 55 
20 15 35 

゜
40 16 15 55 
20 17 35 

゜
18 15 

〈
日
野
の
石
碑
を
訪
ね
て
〉

⑤

H
露
戦
争
で
戦
死
し
た

中
根
中
尉
の
碑

明
治
39
年

(
1
9
0
6
)
1
1
月
18

R
、
八
王
子
の
富
士
森
公
園
で
南
多
摩

郡
弔
魂
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
日
露
戦
争

で
戦
死
・
戦
病
死
し
た
郡
内
の
人
々
の

忠
魂
碑
除
幕
式
と
弔
魂
祭
で
あ
る
。
当

日
、
会
場
に
は

1
万
人
の
人
々
が
集
ま

り、

立
錐
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
忠
魂
碑
に
は
214
人
の
氏
名
が
町
村

別
に
刻
ま
れ
て
い
た
が
、
日
野
町
が

8

人
、
七
生
村
は
6
人
で
あ

っ
た
。
最
後

に
郡
内
寄
留
者
が
あ
り
、
陸
軍
歩
兵
中

尉
中
根
正
吉
の
名
が
あ
る
。
中
根
中
尉

は
日
野
町
に
寄
留
し
て
い
た
軍
人
で
あ

っ
た
。

い両物をの の立が
開編が見皆こ 10川‘

~ 

通成程守さの ・南 6
多 試モ

をが久りん日 2駅月
摩 運ノ

印舒胃胃漿t腐五［：誓督丁 靡『
市る-た上久で多か

(}) 民と ゜^ に保す摩らノ
始ル

犀？：貰汀°t『t「
反わり右‘で 1まの し

“ 
史？き、青占 醤隠 誓と旦 た

9 且誓りえ瓜晶悶嘉〗見苫息：舟誓｀ □ .璽二冨』目9□9|• 自て早四建転童 て゜転
畠閤合悶丘畠塁畠誓遭こ合？靡麿晨な ▲中根中尉の碑がある宝泉寺 品
員 文 °がらにでとの 39昇つま攻 2 攻 撃 37に少しま明よ刻るき十あ歩月の

ぅ
書 あのく日い戦年進たま 撃 発 撃で年 従尉‘れ治るまま‘郎る兵に 墓 H{ftr 
等 つ背み本う闘 3 し ゜12をを し中 10軍に十た 14とれで誕が゜中建地野
歴 た後しは 若 で月‘旅月続受た根月し任官 °年‘ての 生捩歩 尉 立 9ミ駅
史 こにて勝さ弾 9 奉 順 31けけ °中 26‘ 官学 父 10中い経か文兵中さ 近
沼 資 とたい利で丸日天開日たたそ尉 H旅‘校を月根る緯らし大根れ明＜
料 をくくしあを‘会城に ゜がのら‘順日を 早東 中 ゜が戦 鋲滋佐 君 た治の
謙整 忘さ事‘ つ受奉 戦後は彼‘時は第攻露終く京尉そ漢死額翔＇渡碑ー 38宝
吉 理 れんに欧たけ 天 に‘前は屈中 ‘2撃戦えなにはれ文にを辺ー陸年泉
-編 てのな米 °倒近従中線傷す根松回に争てく生‘にで 至書 旗が 軍 8 寺

ラ
敗
歩

ー^

】
カ
メ

ー

⑭ 

い
る
よ
う
で
し
た
。
開
通
は
、

年
度
内
の
予
定
で
す
。

平
成
11


